
2021年3月5日 神戸大学

三成 美保（奈良女子大学教授・副学長）



1 第5次男女共同参画
基本計画



1－1．第5次男女共同参画基本計画～すべての女性が
輝く令和の社会へ～（令和2年12月25日閣議決定）

（出典）
https://www.gender.go.jp/about_danjo/basic_pla
ns/5th/index.html



施策の基本的方向と数値目標

（出典）https://www.gender.go.jp/about_danjo/basic_plans/5th/pdf/mokuhyo.pdf

＜施策の基本的方向と具体的な取組＞

１ 科学技術・学術分野における女性

の参画拡大

（１）施策の基本的方向

〇 大学や企業等において、意思決定

を行う理事長・学長・研究所所長等の

経営層、管理職や教授など現場のトッ

プや、研究現場を主導する上位職に女

性研究者・技術者を積極的に登用する。

〇 女性研究者・技術者のキャリアパ

スの明確化や研修の充実等、女性リー

ダー育成を支援する。



1－2．数値目標の設定（ポジティブ・アクション）の推移

• 2003  年 4  月 男女共同参画推進本部が「女性のチャレンジ支援策の推進について」を決定

• 2020 年までに指導的地位に女性が占める割合が、少なくとも30％程度になるように期待することが盛り込まれる。

• 2011  年 2  月「国立大学における男女共同参画の推進について－アクションプラン－」を策定

• 国立大学の女性教員比率を20％以上に引き上げることを目指しつつ、少なくとも2015年までに17％以上（各大学
において１年で１％以上）に引き上げることを新たな達成目標とした。

• 2016 年 1 月 第5 期科学技術基本計画 閣議決定（2016  年度から2020 年度までの計画）

• 第 4 期科学技術基本計画が掲げた女性研究者の新規採用割合に関する目標値（自然科学系全体で30％、理学系
20％、工学系15％、農学系30％、医学・歯学・薬学系合わせて30％ ）について、第５期基本計画中に速やかに
達成することとされた。 また、大学等において、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」を活用し、
各事業主が採用割合や指導的立場への登用割合などの目標設定と公表等を行う取組を加速することとされた。

• 2016年1 月「国立大学における男女共同参画の推進について－アクションプラン（2016年度～2020年
度）－」を策定

• 国立大学の2020  年までの女性教員比率の達成目標については、各大学がそれぞれ状況に応じて設定し、現在の比
率が 30％以上の大学は 40%以上、20％以上の大学は30％ 以上、10％以上の大学は20％ 以上、10％未満の大
学は10％以上というように、より高い比率の達成を目指すこととした。 また、2020  年までに国立大学全体の
学長、理事、副学長は12％ 以上、大学の意思決定機関等（学長補佐、部局長、監事、経営協議会委員、教育研究
評議会評議員等）は10％以上、教授は15％ 以上、准教授は23％以上、課長相当職以上は17％以上の女性比率の
達成を目指すことを新たに設定した。



１－3．国立大学の現状（国大協）

（出典）国立大学における男女共同
参画推進について－アクションプラ

ン（2021年度～2025年度）－
令和3年１月14日 一般社団法人国

立大学協会教育・研究委員会
https://www.janu.jp/gender/fil

es/danjyo_actionplan2021-
2025.pdf

女性教員比率は、

学生・修士・博士
院生の女性比率
に遠く及ばない。



国立大学における男女共同参画推進について
－アクションプラン（2021年度～2025年度）－

令和3年１月14日
一般社団法人国立大学協会教育・研究委員会

• （出典）https://www.janu.jp/gender/files/danjyo_actionplan2021-
2025.pdf



1－4．国立大学における男女共同参画推進について
－アクションプラン（2021年度～2025年度）－令和3年１月14日

• (1)女性教員比率

• 国立大学の女性教員比率については、政府による「指導的地位に
占める女性の割合が2020年代の可能な限り早期に30％程度とな
るよう目指して取組を進める」という目標を踏まえ、その候補者
となる女性教員の母数を増やす必要があり、国立大学全体の女性
教員比率の更なる向上に向けた取組が求められる。

• このため、国立大学の女性教員比率は2020年5月1日現在17.7％
となっているところ、この比率を30％に引き上げることを目指す。
2030年までに女性教員比率30％を達成するためには、2020年5
月1日現在の17.7％から、10年間で12.3㌽の増加が必要となる。
したがって、2025年までの5年間で女性教員比率をおよそ6㌽増
加させ、24％以上に引き上げることを目指す。

 （出典）https://www.janu.jp/gender/files/danjyo_actionplan2021-2025.pdf

第5次男女共同
参画基本計画



国大協

男女共同参画調
査報告書
（2021年1月）

• (出典）
https://www.janu.jp/gend
er/202101houkoku_gaiyou
.pdf

神戸
大学

近畿圏国立総合大学



２ 神戸大学の取り組み
国際外部評価の結果から



2－1．現状と成果の「見える化」



2－2．女性教員比率の現状ー女性学生比率との比較

（出典）一部加工 http://www.office.kobe-u.ac.jp/opge-kyodo-sankaku/diversity/data/index.html

30％以上

50％以上

国大協平均17．7％
神戸大学目標22％



2－3．採用と昇任の女性比率

（出典）一部加工 http://www.office.kobe-u.ac.jp/opge-kyodo-sankaku/diversity/data/index.html

30％以上 50％以上

神戸大学目標33％ 神戸大学目標20％



2－4．2018～2019年度ダイバーシティ研究環境実現イニシ
アティブ（先端型）事業結果報告書

• 2018年度達成・2019年度未達成

• 執行部との協議・関係部局とのヒアリング採用比率30％

• 国際共同研究PI養成プログラム（達成・順調）

• 女性役員（増加）昇任比率20％

• 国際人事交流プログラム（達成）→研究業績アップ

• 中高生向けの取り組み（成果あり）次世代研究者



3 神戸大学への期待



3－1．外部評価委員からの提案

• 院生比率とのバランスをとるべき

• 女性応募者がいない場合には人事凍結
候補者がいない

• ジェンダー平等の効用の「実感」

• クロスアポイントメントの活用
ポスト争奪戦

• 「ジェンダー平等チャンピオン」

• 取り組みの継続と成果の見える化
インセンティブ



3－2．さらなる取り組みの進展を！

従来型
取り組み

先端型
事業

国際的
発展

＋

他大学の
モデル

現在
必要なのは

トップの決断と
部局の共感

未来
すぐれた研究者
高い国際的評価

過去
内輪の論理

候補者いない
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